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る。米国の教育システムは、K-12 と呼ばれる幼稚園(Kindergarten)および 12 年間の小学校・
中学校・高校での正規教育を核として、その上に大学教育がある構造となっている。州や
学校区によって、中学校や高校の開始学年や義務教育年数も異なる（30 州で 16 歳、9 州で


























介したい。なお、紹介する統計・データの対象は K-12 教育に限る。 
  
＜全国レベルの教育関連統計＞ 
 米国全体の教育関連統計については、Dee et al. (1999)がまとめているので、詳細は、同ペ
ーパーを参照いただきたい。ここでは、主要な統計について簡単に紹介するにとどめる。
まず、主要な統計は、International Archive of Education Data（IAED）のウェブサイト
（http://www.icpsr.umich.edu/IAED/studies.html）から入手することができる。同データアーカ
イブは National Center for Education Statistics (NCES)および Inter-university Consortium for 
Political and Social Research (ICPSR)のサポートによって運営されているプロジェクトである。
ほとんどのデータは、NCES（http://nces.ed.gov/）発表のデータが元になっている。以下、主
要な統計をあげる（Dee et al. 1999 および IAED ウェブサイトの情報を参考にした）。 
 
? Common Core of Data (CCD)：公立の初等・中等教育について、毎年、州、学校区、学




? Private School Survey (PSS)：私立の初等・中等教育について、隔年、学校の特徴や在
籍生徒数、教師の数、高校卒業生数などについて基本データを収録。 
? Schools and Staffing Survey (SASS)：公立・私立の初等・中等教育について、学校や学
校区、学校長、教師に対するサンプル調査。教師の需要供給状況、教師や学校長の給
料、教師や学校へのアンケート結果などのデータを収録。 
? National Longitudinal Survey of the Class of 1972 (NLS-72)：1972 年当時の高校生を 1986
年まで追跡した長期パネル・データ。各生徒につき、家庭やコミュニティの環境、学
校の特徴、成績、教育年数、就業状況などのデータをカバー。 
? High School and Beyond (HS&B)：1980 年当時の高校生を 1992 年まで追跡した長期パ
ネル・データ。調査項目の多くは NLS-72 と同じ。 
? National Education Longitudinal Study of 1988 (NELS)：1988 年当時の 8 年生を 2000 年
まで追跡した長期パネル・データ。NLS-72, HS&B と同様の調査項目をカバー。 





ータとして以下 2 つの調査があげられる。 
? National Longitudinal Survey of Youth (NLSY)：教育と就業環境に関するデータを収録
したパネル・データ。U.S. Department of Labor, Bureau of Labor Statistics のウェブサイト
（http://www.bls.gov/nls/）を参照。 
? Panel Study of Income Dynamics (PSID)：1968 年に始まった長期パネル調査。最長 36
年間に渡る、約 65,000 もの個人サンプルをカバー。収入や家族・就業・教育状況など




より詳細な教育関連統計を独自に収集している州もある。The National Center for Analysis 




Clotfelter et al. (2007)は、同州のデータを用いて、教師の特徴の中でも特に、教師の経験年数
と教員免許試験の成績が生徒の数学のテスト成績にプラスの影響を与えることを示した。




たデータとして、テネシー州の STAR（Student/Teacher Achievement Ratio）クラスサイズ実
験プロジェクトがある。STAR プロジェクトは、クラスサイズ（学級規模）が生徒の成績に
与える影響を調べるために、テネシー州が 1985 年に 1,200 万ドルをかけて行った社会実験
プロジェクトである5。同実験は、幼稚園に入る生徒を、①13-17 人学級、②22-26 人学級、







                                                  
4 http://www.caldercenter.org/research/statedata.cfm 
5 STAR プロジェクトの概要と主な実証研究結果ほか、学級規模が生徒の成績に与える影響に関する実証研




た環境を提供している（ただし、Hanushek 1999 など、STAR プロジェクトのランダム配置
の実効性に懐疑的な研究者もいる）。この STAR プロジェクトのデータの優位性を利用して、
学級規模以外の効果を実証した比較的最近の研究結果もある。例えば、STAR プロジェクト


















? School Report Cards（http://www.emsc.nysed.gov/irts/reportcard/）：上に挙げた学校区ごと
に得られる情報のうち、学校ごとに異なる情報については、各学校のデータが公開さ
れている。 
? School District Fiscal Profiles (http://www.oms.nysed.gov/faru/)：学校区ごとに収入や支出
の詳細が公開されている。 
? Administrative Salaries (http://www.emsc.nysed.gov/mgtserv/cdlead.htm)：学区ごとに学区
長や校長などの給料が公開されている。 
? Personnel Master File (http://www.emsc.nysed.gov/irts/pmf/)：学校区や群ごとに管理・専
門職や教師の給料、教師の経験年数、性別、学位取得状況などの情報が公開されてい
る。 











たが、New York State Education Department に申請し許可を取得すれば使用できる、実証研究
に適したより詳細なデータセットもある。 
 これらニューヨーク州の教育関連データを用いた実証研究の例をいくつかあげよう。
Brewer (1996) は、ニューヨーク州の学校区の 1978-1987 年パネル・データを用いて、生徒
一人当たりの教育管理・行政スタッフや教師、サポートスタッフの数と生徒のテストスコ
アの関係を検証した。また、Ehrenberg et al. (1988)は、学校区の 1978-1983 年パネル・デー
タを用いて、低い学校区税と生徒の高い学業成績を達成している学校区の学校区長は昇給

























小塩・妹尾（2003）「日本の教育経済学：実証分析の展望と課題」ESRI Discussion Paper Series No.69 
http://www.esri.go.jp/jp/archive/e_dis/e_dis070/e_dis069.html 
Clotfelter, Charles T., Glennie, Elizabeth, Ladd, Helen F., and Jacob L. Vigdor (2006). Would 
Higher Salaries Keep Teachers in High-Poverty Schools: Evidence from a Policy Intervention 
in North Carolina. National Bureau of Economic Research Working Paper 12285 
Clotfelter, Charles T., Ladd, Helen F., and Jacob L. Vigdor (2007). How and Why do Teacher 
Credentials Matter for Student Achievement. National Bureau of Economic Research Working 
Paper 12828  
Dee, Thomas S. (2004) Teacher Race and Student Achievement in a Randomized experiment 
Review of Economics and Statistics 86: 195-210 
Dee, Thomas S., Evans, William N., and Sheila E. Murray (1999). Data Watch: Research Data in the 
Economics of Education. Journal of Economic Perspectives 13 (Summer 1999): 205-216 
Dee, Thomas S. and Benjamin J. Keys (2004). Does Merit Pay Reward Good Teachers? Evidence 
from a Randomized Experiment. Journal of Policy Analysis and Management 23: 471-488 
Ehrenberg, Ronald G., Ehrenberg, Randy A., Smith, Christopher L. and Liang Zhang (2004). Why 
Do School District Budget Referenda Fail? Educational Evaluation and Policy Analysis 26: 
111-125 
Ehrenberg, Ronald G., Brewer, Dominic J., Gamoran, Adam and J. Douglas Willms (2001). Class 
Size and Student Achievement. Psychological Science in the Public Interest 2 :1-30 
Hanushek, Eric (1999).Some Findings From An Independent Investigation of the Tennessee STAR 
Experiment and From Other Investigations of Class Size Effects. Educational Evaluation and 
Policy Analysis 21 (Summer 1999): 143-164 
Snyder, T.D., Dillow, S.A., and Hoffman, C.M. (2007). Digest of Education Statistics 2006 (NCES 
2007-017).National Center for Education Statistics, Institute of Education Sciences, U.S. 
Department of Education. http://nces.ed.gov/pubsearch/pubsinfo.asp?pubid=2007017 
